

























































































































































素材名 種類 形／大きさ 感触 変形性
砂 鉱物 粒状／小さい ざらざら／さらさら／じゃりじゃり／つぶ
つぶ
固まる／丸まる
土 鉱物 粒状／小さい ざらざら／ふわふわ／ねちねち／さらさら 固まる／丸まる
石 鉱物 多様／多様 ごつごつ／すべすべ／つるつる／ざらざら 割れる／砕ける
貝 動物 扇状／渦巻き状／多様 つるつる／ざらざら／ごつごつ／すべすべ 割れる／砕ける削れる








木の皮 植物 多様／多様 ざらざら／ぺらぺら／がさがさ／ごわごわ 折れる／曲がる／裂ける／反る／ちぎ
れる／ねじる
木の実 植物 球状／多様 つるつる／すべすべ／ぼつぼつ／ぷちぷち
／つぶつぶ
割れる／切れる／へこむ／穴があく
竹 植物 筒状／多様 つるつる／かさかさ／すべすべ 折れる／裂ける／穴があく




綿 植物 細い繊維の集合／多様 ふわふわ／もこもこ ねじれる／のびる／絡む
素材名 種類 形／大きさ 感触 変形性
和紙 植物 正方形／長方形／薄い ざらざら／かさかさ ／すべすべ 丸まる／裂ける／ちぎれる ／折れる／ねじる
画用紙 植物 正方形／長方形／薄い すべすべ ／かさかさ 丸まる／裂ける／ちぎれる／折れる／ねじ
る／反る
折り紙 植物 正方形／薄い すべすべ ／ぺらぺら 丸まる／裂ける／ちぎれる／折れる／ねじる
模造紙 植物 長方形／薄い すべすべ ／ぺらぺら 丸まる／裂ける／ちぎれる／折れる／ねじる
工作用紙 植物 長方形／薄い すべすべ ／ぺらぺら 丸まる／裂ける／ちぎれる／折れる／ねじ
る／反る
紙パック 植物 立方体／長方体／ 10
～ 30 ㎝ほど
すべすべ ／つるつる 裂ける／ちぎれる／折れる／反る／切れる
紙コップ 植物 円錐／ 15 ㎝ほど すべすべ ／つるつる 裂ける／ちぎれる／潰れる／切れる／丸まる
ペットボトル 鉱物 多様／多様 つるつる／すべすべ 潰れる／切れる
アルミ缶・ス
チール缶












丸棒・角棒 植物 棒状／多様 ざらざら／すべすべ 切れる／折れる／反る／曲がる
たこ糸 植物 糸状／多様 さらさら／すべすべ 切れる／巻く／丸まる／のびる
ビニール袋・紐 鉱物 袋状／紐状 つるつる／すべすべ／ごわごわ 切れる／丸まる／裂ける／のびる
段ボール材 植物 板／箱／多様 すべすべ／がさがさ／ごつごつ 裂ける／折る／潰れる／へこむ／丸まる／
ちぎれる／反る／ねじる
新聞紙／ちらし 植物 長方形／薄い つるつる／かさかさ／ごわごわ 丸まる／裂ける／ちぎれる／折れる／ねじる
発砲スチロール 鉱物 板／箱／多様 つるつる／でこぼこ／ごつごつ 折れる／割れる／切れる／穴があく
ガラス 鉱物 多様／多様 つるつる／かちかち 割れる／砕ける
ろうそく 植物 多様／多様 つるつる／すべすべ 溶ける／削れる／折れる
割り箸 植物 棒状／多様 つるつる／かさかさ 折れる／割れる／削れる／反る／切れる
麻紐 植物 紐状／細い ざらざら／ごわごわ 巻く／丸める／切れる／ねじる
アルミ板 鉱物 板状／多様 つるつる 曲げる／折る／反る／切れる
アルミ線 鉱物 線状／多様 つるつる／ちくちく 曲げる／折る／巻く／ねじる／切れる
銅板 鉱物 板状／多様 つるつる 曲げる／折る／反る／切れる
銅線 鉱物 線状／多様 つるつる 曲げる／折る／巻く／ねじる／切れる
針金 鉱物 線状／細い つるつる／ちくちく 曲げる／巻く／折る／ねじる／切れる
粘土 鉱物 多様／多様 つるつる／べとべと／すべすべ 固まる／丸まる／のびる／ねじれる／ちぎれ
る／割れる／曲がる／切れる
竹ひご 植物 平状／円状／細く長い つるつる／かさかさ 曲がる／反る／折れる／裂ける／切れる
アクリル板 鉱物 板状／多様 つるつる 曲げる／折る／反る／切れる
ゴム 植物 多様／多様 つるつる／べとべと／びょんびょん のびる／ねじれる／絡む／巻く／切れる
その他身辺材 多様 多様／多様 多様 多様
材料名 対象素材
糊 和紙 ,画用紙 ,ケント紙 ,折り紙 ,模造紙 ,工作用紙 ,段ボール材 ,新聞紙 ,ちらし
木工用接着材 貝 ,葉 ,幹 ,枝 ,木の皮 ,木の実 ,竹 ,綿 ,割り箸 ,発砲スチロール ,竹ひご ,紙パック ,紙コップ ,
ゴム ,革 ,紙粘土和紙 ,画用紙 ,ケント紙 ,折り紙 ,模造紙 ,工作用紙 ,段ボール材 ,新聞紙 ,ちらし
発砲スチロール用接着剤 発砲スチロール ,和紙 ,画用紙 ,ケント紙 ,折り紙 ,模造紙 ,工作用紙 ,段ボール材 ,新聞紙 ,ちらし
金属用接着剤 アルミ板 , アルミ線 , 銅板 , 銅線 , 針金 , アルミ缶 , スチール缶
合成樹脂類用接着剤 プラスチック , ペットボトル , ビニール , アクリル板
ガラス用接着剤 ガラス , ガラスびん , ビー玉 , おはじき
ビニールテープ 割り箸 , 発砲スチロール , 竹ひご , 紙パック , 紙コップ , ゴム , 革 , 紙粘土和紙 , 画用紙 , ケント
紙 , 折り紙 , 模造紙 , 工作用紙 , 段ボール材 , 新聞紙 , ちらし
ガムテープ 幹 ,枝 ,木の皮 ,木の実 ,竹 ,割り箸 ,発砲スチロール竹ひご紙パック ,紙コップ ,ゴム ,革 ,紙粘土
和紙 ,画用紙 ,ケント紙 ,折り紙 ,模造紙 ,工作用紙 ,段ボール材 ,新聞紙 ,ちらし
















のこぎり 板材／角材／幹・枝 主に木材の切断を目的として使用する。両刃 , 同付き , 片刃など目的に応じて使い分ける。








小刀 角材／板材／幹・枝 主に木材の切断 , 削りに使用する。荒削りから仕上げまで段階的に使用する。






主に木材の表面加工を目的として使用する。荒目 , 中目 , 細目を目的に応じて段
階的に使用する。
木工やすり 板材／角材／幹・枝 主に木材の表面加工を目的として使用する。片面は荒く ,もう片面は細かくなっている。
ペンチ 針金／銅線／アルミ線 金属類の切断 , 変形を目的として使用する。また , 針金などをねじって接合することもできる。
















































様々な大きさの円を正確に描く目的で使用する。また , 長さを等分したり , 倍加
したりすることができる。
万力 幹／枝／板材／角材 小さいもの , 押さえにくいものなどを切断するために固定する目的で使用する。圧力がかかるため , 素材の変形や破損に注意して使用しなければならない。
筆 紙類／紙粘土／木材／発砲スチロール／石












































（5）指導計画（全 2 時間，2 時間続き）
1 時間目：粘土に触れながらいろいろな形を見つける。
2 時間目：いろいろな形から想像を膨らませ，できた形を発表する。
（6）授業の展開（本時 1 ／ 2，2 ／ 2）






















































● いろいろな操作を通してできた偶然の形から , いろいろなものを思い
ついて楽しもうとしているか。関心〈観察〉
● 偶然の形から表したいものを思いつき , 思いついたものの感じや特徴
がより表れるように表し方を工夫しているか。発想〈観察〉
















〇 できたカードを記入させ , 題名や特徴などを発表させる。
〇 振り返りについての指導言。学習確認を促すため , 本授業の目的と方
法の両方から指導言を設定する。
　「どんなものができたかな。」






























































































第 1 次：題材と出会い，釘打ち遊びをする。【2 時間】
第 2 次：自分の造形活動の方向を見つけ，木材で生きものを制作する。【4 時間】
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　　   （7）教師の働きかけ（指導言一覧）












































































































































































第 1 次：作りたい家について発想を巡らせ，簡単なスケッチを行う。 【1 時間】
第 2 次：色付き方眼工作紙に寸法を考えた展開図を描き，各部材を切断する。 【2 時間】
第 3 次：中心となる土台と各部材を組み合わせる。 【2 時間】
（6）授業の展開（本時 2 ／ 5 時間目）
経過 主な学習活動と児童の反応 ○指導上の留意点　●評価 備考
?
?
?
10?
?
1. 四角柱や円柱，三角錐などの立方
体の展開図を確認する。
C 「展開図ってこんな風になってる
んだ！」
　 「どうやって描くんだろう！」
　 「作ってみたい！」
　  「ぼくの家は～の立方体の形だ！」
等
○ 様々な立方体を児童に見せてから，それぞれの展開図を示す。
○ 児童が構想している建物に沿う形の立方体の展開図を探させる。
○ 迷っている児童には助言する。
○構想についての指導言
　 「自分で描いたスケッチから必要な立方体を探してみよう。」
○導入のまとめの指導言
　 「形によって様々な展開図があるんだね。」（確認）
○ 「作りたい家のかたちの展開図を決めよう。」（発展）
※他（7）教師の働きかけ【導入】参照
・色付き方眼
工作紙
・カッター板
・カッター
・段ボール用
カッター
?
?
?
25?
?
2. 自分の制作する家にあった立方体
の展開図を工作用紙に描き込み，
切り取る。
C「しっかり展開図が描けるかな。」
　 「折り目がうまく曲がらない。」
　  「糊づけはどうするんだろう。」等
3. 作成した展開図から立方体を一度
組み立てる。
C「穴をあけたい！」
　 「内側に色を塗りたい！」等
○ 作図をさせる際，糊しろをしっかりと作らせる。
○ 折り目にカッターで薄く切り込みを入れさせる。
○工作用紙の升目を利用させる。
○ 工作用紙で作成した展開図に問題がある児童には随時助言を
行い，一緒に考える。
○ 穴を空ける，切り込みを入れるという作業は組み立てる前に
行うよう指導する。
○切り込みについての指導言
　 「きれいに折る（曲げる）ためにはどうしたらいいかな。」
○展開のまとめの指導言
　 「丈夫に作るには糊づけや折り目を考えて，展開図を作らな
いといけないんだね。」
※他（7）教師の働きかけ【展開】参照
● 立方体の展開図を計画的に作成しようとし，色付き方眼工作
紙の加工を楽しんで行っているか。関心〈観察〉
● 簡単なスケッチから自分なりの建物を考え，作る手順を確か
めながら展開図を考えているか。発想〈観察〉
● 色付き方眼工作紙の強度を考えて，折り・曲げ・接着などを
工夫できているか。技能〈観察〉
・コンパス
・鉛筆
・定規
・ いろいろな
立方体とそ
の展開図
学習課題「家に合う立方体の展開図をつくろう！」
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工作の単元化についての研究
（7）教師の働きかけ（指導言一覧）
〈まとめ〉
　高学年の児童はある程度見通しを持った造形活動が学習のひとつの柱となる。どのような過
程を経れば自分の思いや作りたいイメージに近い表現ができるのかを，段階的に考えさせなが
ら造形活動をさせることが重要である。
　また素材や道具の使用についても，扱うものが増えていることが分かる。図工科 6 年間を通
して使用する素材や道具は多くあるが，同じ道具でもその操作法は学年を追うごとに緻密さや
正確さを要求されるようになる。これは学年を追う毎に心身的機能の発達に伴い，段階的な技
能習得が望め，学習内容の難易度がそれに比例する。
　このように，図工科の単元設定は常に児童の発達段階に即したものとなる。低学年では主観
性を重んじた表現を中心とした平易な技能活用を行う，中学年では想像を活かす表現が加わり，
?
?
?
?
10?
?
4. できた立方体の出来を確認し，友
達のものの良い点や参考にできる
点を見つけてできたカードに記入
して，次時につなげる。
○ できた立方体をお互いに観察させ，良い加工が施されている
ものは紹介し，次時の活動のねらいを伝える。
○振り返りについての指導言
　 「どんな所が難しくて，どういう工夫をしたかな。」
○広がりのための指導言
　 「他にもいろんな形の展開図があったよね。次に作る形を工
夫してみよう。」
※他（7）教師の働きかけ【まとめ】参照
● 自己評価をして，友達のものとのちがいや良さに気づけたか。
鑑賞〈観察，できたカード〉
・できたカー
ド
?
?
?
?
「自分で描いたスケッチから必要な立方体を探してみよう。」（構想について）
「いろんな形の立方体の作り方って知ってる？」（発想について）
「自分の作りたい家の形に近いものはどれかな。」（構想について）
「形によって様々な展開図があるんだね。」（導入のまとめ）
「作りたい家のかたちの展開図を決めよう。」（導入のまとめ）
?
?
?
?
「ちゃんと糊づけするためにはどうすればいいかな。」（接着について）
「きれいに折る（曲げる）ためにはどうしたらいいかな。」（切断について）
「展開図を組み立ててみたらしっかり立方体が作れそうかな。」（計画性について）
「うまくできなかったところはどこが問題あるかな。」（分析について）
「 段ボールの厚みが邪魔で糊しろがうまく作れない時は，どんな工夫をしたらいいかな。」（発想について）
「どんな色を選んで組み合わせたらいいだろう。」（構想について）
「穴をあける（内側に彩色する）のはいつがいいかな。」（計画性について）
「丈夫に作るには糊づけや折り目を考えて，展開図を作らないといけないんだね。」（展開のまとめ）
?
?
?
?
?
「どんな所が難しくて，どういう工夫をしたかな。」（振り返りついて）
「どんなものができたかな。」（振り返りついて）
「きれいに糊づけできている人のものはどういう所に気をつけて作ってあるかな。」（鑑賞について）
「自分のスケッチのイメージが作れそうかな。」（次時について）
「新しく作ってみたい（足してみたい）ものはあるかな。」（次時について）
「このあとはどの部分を作り込んでいくのかな。」（次時について）
「他にもいろんな形の展開図があったよね。次に作る形を工夫してみよう。」（つながりへの指導）
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技能の幅も広がる，高学年でこれまで培われた発想・構想面と技能面を更に押し進めた活動を
行う，というようにまとめられる。
総括
　図画工作科のねらいは，児童の持てる力を十分に働かせ，創造的な想像力や技能，鑑賞の能
力を伸ばし，自ら作り出す喜びを味わうようにすることである。そのためには教材研究の目的
と方法を明確にすることが大切である。それがあって初めて児童が自分の力を自由に働かせた
り，新しいことを進んで試したりできるのであり，教師は学習指導を工夫し，取り組みへの評
価を充実させられるのである。
　そもそも，表現への知識や技術は，学習指導要領にある内容や目標を実現するための手立て
である。それを通して，個々の資質や能力を引き出すのである。これをもって，図画工作科の
目的を人間形成に置くと言えるのである。つまり，何かに対する見方や感じ方を表現のなかで
育むのである。図画工作の学習の基盤はここにある。
　図画工作では主として発想面と技能面で学習する。両者が相互作用することは本論で述べた
通りである。手立てとしての技能があり，発想が引き出されたり，伸ばされたりできるのであ
る。また，逆も同様である。児童が表現や活動を「面白い」と感じるためには，教師はこの両
面に意義や価値を明確に位置付けた教材研究と授業実践を行うことが求められる，といえよう。
つまり，これは教材価値である。
　これを前提にすれば，発達段階の理解や学習目標の設定，具体的な指導法や指導言という単
元化の方策は自ずと生まれてくる。
　工作に限定した研究であったが，図画についても今後取り扱いたいと考える。平面と立体と
いう分化，それ以外の未分化が図画工作の学習領域である限り，本研究を基本とした授業研究
を時間をかけ検証していかねばならないと感じた。それぞれの領域の考え方を繋げ，比較検証
しながら，個々の独自性と共通性を獲得していきたいものである。
　人間形成にどのような在り方で寄与できるのか，という図画工作の根本的命題に対する自己
の課題意識を抱いたことが，本研究の成果であったといえよう。
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